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【はじめに・目的】  

当 院 は 多 摩 市 に 位 置 し 、 南 多 摩 医 療 圏

の 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て の 役 割 を 担 っ

て い る 。 周 辺 は 丘 陵 地 帯 に 多 摩 ニ ュ ー タ

ウンを有しており、街は 50 年を経過しよ

う と し て い る 。 居 住 さ れ て い る 団 塊 の 世

代 は 一 同 に 高 齢 化 し て お り 、 都 内 で も 類

を み な い ス ピ ー ド で 高 齢 化 率 が 高 ま っ て

い る 地 域 で あ る 。 当 院 で の リ ハ ビ リ テ ー

ション (以下、リハビリ )患者においても 80
歳代が最多層であり、処方全体の 8 割を

70 歳代以上が占めている。退院後、住み

慣 れ た 住 ま い で 再 び 生 活 を 取 り 戻 す た め

に は 、 坂 道 や 段 差 が 多 い 環 境 や エ レ ベ ー

タのない 5 階建て団地での生活を想定し

た、高い身体機能・動作能力が要求される。

高 齢 で プ レ フ レ イ ル と み ら れ る 身 体 機 能

の 低 下 状 態 か ら 、 安 静 臥 床 や 低 栄 養 に よ

る フ レ イ ル へ の 進 展 を 防 ぎ 、 日 常 生 活 活

動 能 力 を 改 善 さ せ る こ と が 不 可 欠 と な る 。

日 常 生 活 へ の 復 帰 と 退 院 後 の 社 会 生 活 を

支援するため、今回は 1.退院時リハビリ

指導が継続的に取り組める工夫と、2.地域

支援での関わりを報告する。  
 
【対象・方法】  
1 .退院時リハビリ指導は、患者または家族

を 対 象 に 退 院 後 の 療 養 に 必 要 な 訓 練 や 介

助 方 法 の 内 容 、 在 宅 福 祉 保 健 サ ー ビ ス に

関 す る 情 報 提 供 を 行 う こ と で あ る 。 従 来

は 疾 患 ご と 一 律 に 複 数 の 運 動 方 法 を 掲 載

し た A4 サ イズ の 用紙 を お渡 し し指 導 し

ていた。しかし、個別性に乏しいと考え内

容 の 見 直 し を 図 っ た 。 運 動 の 項 目 を 部 位

別 に 細 分 化 し た リ ハ ビ リ カ ー ド (図 １ )を
78 種類作成した。改善した点は、①見や

す さ と 分 か り や す さ ② 動 機 付 け と 運 動 効

果 を 明 示 ③ 個 別 性 ④ 制 作 作 業 時 間 の 効 率

化 の ４ 点 で あ る 。 具 体 的 に は 表 の 中 に 写

真 を 大 き く 提 示 し 、 一 目 見 て わ か る よ う

にした。運動の目的や主動作筋名、筋肉の

位 置 を 図 説 し 、 よ り 正 確 に 行 え る よ う 工

夫を行った。必要な数だけ選択し、複数の

運 動 を 組 み 合 わ せ る こ と で 個 別 的 な 問 題

に 対 応 で き た 。 説 明 ま で の 制 作 時 間 が 短

縮され、業務が効率的になった。また、リ

ハ ビ リ カ ー ド 使 用 後 の 評 価 と し て ア ン ケ

ート調査を実施した。  
2 .地 域 支 援 で の 関 わ り ― 介 護 予 防 事 業 の

参加の報告  
多 摩 市 で は 地 域 の 介 護 予 防 の 取 り 組 み

を 強 化 す る 目 的 で 、 体 力 づ く り を 主 と し

た 住 民 運 営 の 通 い の 場 へ リ ハ ビ リ 専 門 職

を派遣している。理学療法士だけでなく、

作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 が 本 事 業 に 参 加

協 力 を 行 っ て い る 。 通 い の 場 は ５ 人 以 上

の グ ル ー プ で 編 成 さ れ 、 週 １ 回 以 上 活 動

を 継 続 し て い る こ と が 条 件 と な る 。 節 目

の 月 に リ ハ ビ リ 専 門 職 が 定 期 的 に 関 与 し 、

実 施 状 況 の 確 認 と 助 言 を 行 っ て い る 。 必



 
要 に 応 じ て モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 個 別 相

談 に も 応 じ る 。 運 動 実 施 上 に 懸 念 さ れ る

事 項 が あ れ ば 包 括 支 援 セ ン タ ー 、 社 会 福

祉協議会等へ報告し連携している。また、

場 所 ご と の 周 辺 環 境 を 把 握 し 、 生 活 状 況

を知ることができる。  
 
【結果】  
1 .リハビリカードの目的、方法、注意点に

つ い て 、 ① 理 解 度 ② 実 施 状 況 ③ 退 院 後 の

実施状況の 3 点をアンケート調査したと

ころ、① 95％の方が理解したと回答し、②

88％ の 方 が 実 施 で き た 。 ② の 中 か ら 退 院

後 に 一 度 で も 通 院 さ れ た 方 に は 追 跡 調 査

を行い、③の調査をしたところ 35％であ

った。  
2 .介護予防事業の参加状況について、協力

の 要 請 が あ っ た 令 和 元 年 か ら 現 在 ま で に

延べ 24 回派遣を行った。その内、懸念事

項があり報告したケースは 8 件であった。

内訳は骨関節に関わる内容が 7 件、認知

症を疑う内容が 1 件であった。関節に問

題 が あ る と 通 い の 場 を 継 続 で き る か 不 安

を感じるとの発言があった。対応として、

運 動 の 別 パ タ ー ン を 紹 介 し 、 同 じ 効 果 を

得 て い る と 実 感 し て い た だ い た 。 ま た 一

定 期 間 継 続 す る こ と で 自 己 効 力 感 や 意 欲

の 向 上 に 繋 が る と い う 説 明 を 行 い 、 不 安

が払拭できた。  
 
【考察・結語】  

日本人の 8％がフレイル、40％がプレフ

レイルと報告されている。１ ）入院患者は、

疾 患 に か か る こ と を き っ か け に フ レ イ ル

の進行を余儀なくされている。しかし、入

院 期 間 は 短 縮 傾 向 に あ り 、 必 要 最 低 限 の

運 動 機 能 の 回 復 で 退 院 と な る 場 合 が 多 い 。

機 能 を 回 復 さ せ 元 の 生 活 を 取 り 戻 す た め

に は 、 退 院 後 の リ ハ ビ リ 指 導 が 重 要 に な

る 。 外 来 に て 追 跡 し ア ン ケ ー ト 調 査 を 行

っ た 結 果 、 退 院 後 の 運 動 継 続 率 が 下 が っ

て い た 。 こ れ は 運 動 機 能 の 向 上 に よ っ て

生 活 動 作 を 獲 得 し 、 目 的 を 果 た し た た め

中 断 さ れ た と 予 測 さ れ る 。 退 院 時 の 指 導

にとどまらず、さらなる運動機能の維持・

向 上 へ 繋 げ る た め に は フ ォ ロ ー ア ッ プ 体

制が必要である。そのため、我々リハビリ

専 門 職 が 介 護 予 防 事 業 に 参 加 す る こ と は

退 院 時 リ ハ ビ リ 指 導 の 延 長 上 に あ る と い

え る 。 病 院 と 地 域 双 方 で の 介 護 予 防 の 取

り 組 み が 住 み 慣 れ た 地 域 で の 生 活 を 実 現

するための一助となっていると考える。  
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